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（JMA-NHM）の陸面過程用に新たに角柱型都市キャノピー(Square Prism Urban Canopy：SPUC)ス
キームを開発し導入した。その結果、モデルで計算された実効アルベドの天頂角依存性や表面温
度の日変化が良い再現性を持つこと、そして、熱特性が変化せずにビル群が高層化するだけでも
都市域の平均表面温度が上昇することが示された。首都圏を対象とした 2005 年 8 月の数値実験に
よる性能評価から、本研究で開発した手法は平板スキームに比べ、上向き放射量が大幅に改善さ
れること、1 ヶ月間の地上気温のバイアスが改善されることが示された。 
さらに、1976 年から 2006 年までの 30 年間に関東甲信地方でみられた気温上昇トレンドを理解
するために、SPUC を陸面過程に導入した JMA-NHM を用いた都市効果の再現実験を実施した。




























平成 25 年 3 月 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び学力の確認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
